
令和元年　労 働 災 害 発 生 状 況 (休業4日以上の死傷者数）

業種別 常総労働基準監督署
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規模別 事故の型別

5 12 25 3 13 3 (1) 8 4 7 4 (1) 42
3 1 1 4 1 3 1 4 9

8 1 2 2 2 1 2 9
9 8 5 2 2 4 1 10 3 4 24

3 2 1 12 (1) 1 4 1 2 3 4 3 (1) 18

2 11 5 4 3 2 1 (1) 9 1 2 4 (1) 22
17 35 24 48 (1) 12 25 6 (2) 34 13 13 21 (3) 124
6 4 3 1 1 1 4 10

4 3 1 2 2 2 7

2 2 1 1 1 1 4
6 3 1 2 6 9

18 12 6 3 3 6 3 1 1 7 30
8 33 13 8 20 14 8 1 (1) 2 6 11 (1) 62

1 1 1
1 10 2 6 6 2 1 3 4 3 19
2 4 3 5 1 7 5 1 14
2 6 1 4 1 2 2 9
4 14 11 26 7 15 5 5 2 3 7 11 55

52 115 54 93 (1) 46 75 24 (2) 45 21 (1) 9 38 56 (4) 314

※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数である。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。
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踏み外し つまづき滑り

転倒災害防止対策のポイント

４S（整理・整頓・清掃・清潔）

〇歩行場所に物を放置しない。〇床面の汚れ（水、油、粉など）を取

り除く。〇床面の凹凸、段差などの解消。

転倒しにくい作業方法

〇時間に余裕を持って行動。〇滑りやすい場所では小さな歩幅で歩行。

〇足元が見えにくい状態で作業しない。

その他の対策

〇移動や作業に適した靴の着用。〇職場の危険マップの作成による危

険情報の共有。〇転倒危険場所にステッカーなどで注意喚起。


